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はしがき由来、わ 国の文明の発展に寄与したのは漢学であった。それは徳川三百年のあいだに、藩校や私塾において、もっとも栄えた。漢学の修業を
つんだ者が、幕末から明治初年にかけて西洋語と接触したとき、何んらうろたえずにすんだのは、漢学によって頭のほうが鍛錬されていたからである。
従来わが国の文明の基礎であった漢学は、いまや西洋の先進学術をまえにして過去の遺物とみなされ、歴史のなかに湮
いつ
没ぼつ
してしまった感がある
が、日本人の思想形成に大きな力を発揮した淵源でもあったことは、忘れてはならぬ点である。
いまでこそ漢学の力は鈍化しているが、明治 ころの学校教育（とくに旧制中学、旧制高校）においては重要な科目であり、漢文教育を通じて、
東洋の道徳思想や文学趣味をやしなった。一方、外国語教育に目をむけると その要目はつぎのようなものであった。外国語を学ぶことによって、思想感情を表現する能力をやしなう。学術の研究に資する。外国の文化・国情・国民性などを理解すると共に、健全なる思想・趣味・情操を育成
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する。
＊
この稿に登場する人物は
―
主として五高における漢学（修身、倫理、漢文）と英語教育に従事した
―
秋月韋軒、ラフカディオ・ハーン、夏
目漱石、厨川白村ら四名の名物教授である。かれらはいずれも異色ある教師であった。個性ある、独特のスタイルで教育をおこなった。そのようすは、元生徒らの思い出のなかに脈々と生きている。かれらの教え方と教授内容は、は して当を得たものであったかどうかは、何ともいえない。しかし、生徒の教導に一役買ったことだけはたしかである。
いまから百数十年まえの明治二十年代
―
旧制中学（中等教育機関）や旧制高校（帝大への進学のための予備教育機関）においては、各教科が
それぞれ指導要領にもとづいて教えられ というより、教師の裁量にまかせられ、かなり行き当りばったり的に行なわれた感がある（漱石が教鞭をとった松山中学のばあいのように） 。
そういった不規則な教育が、よい結果を生んだとは考えにくいし、放
ほう
縦しょう
な教育方法は、大体において何も成果を生まないのがふつうである。
近年、わが国の各種学校において、教育 刷新がはかられ、教
カリキュラム
科課程の改変
―
科目の名称変更、教科目の増・改廃
―
さらには教育方法の改
善などがおこなわれている。こう た改革 ね いは、生徒の学力向上に資す ためであり、教育の実を げるためにほかならない。
わが国の英語についていえば、漢文（中国古典）がそうであったように、書物のことばとして学ばれてきた。西洋の文明や学問を吸収するには、
英書をよむこと 緊要であったから、読書主義が明治前期の英語教育 中心であっ 。そ 後の日本の英語教育の一般的傾向も、訳読中心の翻訳的教授から一歩も脱することができず、いまに至って る。
しかし、世
グローバリズム
界化が進んだいま、英語の運用力が必須になっている。これまでの日本の英語教育でいつも問題になったのは、教養のための英語か
じっさい役に立つ英語かということであった。つまり教養英語を重視する か それとも実用英語かということであった。
欧米の先進文明をほぼまなんでしまった にとっていま必要なものは、英語を自由にあやつれる人間の養成である。世界のひとびとと英語
で意志を疎通 せることができる人間を育成することであ われわれは英語をラテン やギリシャ語のように、およそ現実 ら遊離した死語のように学んできた感があるが、これからはそれに生命 吹 入れて、命 かよったもの する必要がある。読解と併行して、英語を耳でとらえ、
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口をうごかす練習も必要になってきた。
漢文を習ったときのように、訳読式授業もそれなりに意義があったと思えるが、じっさいは中途半端な読解力しか身についていない。中学・高
校の指導要領は、 “読み、書き、聴き、話す”の四つの技能の修得を教育目標としているが、じっさいこれは絵にかいたもちである。教師も生徒も学力 ほどは怪しいのである。この四つの技能を不徹底のまましか身につけていないからである。それが現状かと思われる。われわれは語学的には欠陥車なのである。
英文を読むことの目的は、最新の知識を得たり、世界のうごきを知ったり、娯楽、気晴らしのためである。読
む力が増進すれば、おのずから作文能力も会話能力もつくように思える。英語教育は、英語を学ぼうとする意志がある者とない者、英語に興味がもてない者、ことばのセンスのない者、何よりも英語を学ぶ動機や必要性がない者を対象に、一様に訓練をせねばな ぬから、教師のほうでもたいへんであ 伸びていない日本人の英語力、なによりもや 気の も鍛えても、時間と金と労力のむだ、といった考え方もなり立つが、国際化の時代、日本国民は必須の知識として、一定ていどの英語力をもたねばならぬのである。そのためにもわれわれは実学として英語修得に努めねばならない。
明治という古い時代に、われわれの先人が学んだ“読書による英語”は、どのようなも であったのか、その
功罪につい 考えてみた 。
明治二十三年（一八九〇）十月
―
熊本県飽
あき
田た
郡黒
くろ
髪かみ
村（
1）
（現・熊本市中央区黒髪二丁目四十番地）の豆畑のな
かに、忽
こつ
然ぜん
と赤レンガ造りのしゃれた洋式校舎がすがたをみせた。第五高等中学校（本科二年、予科三年、補充
科二年
―
のち「第五高等学校」と改称）の新 の誕生である。敷地は 万一千余
（
2）
坪のなかに、二千余坪の建
物がつくられた。それはいま 優美なすがたをとど てい 。人家もまだすくない、一面の畑のなかににわかに現れたこの洋館は、明治十九年（一八八六）公布の中学校令にもとづいた高等中学校
―
（第一〔東京〕 ・第二
〔仙台〕 ・第三〔京都〕 ・第四〔金沢〕 ・第五〔熊本〕
―
俗にいうナンバースクール）
―
の一つであり、明治二
竣工当時の第五高等学校の本館正面
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十七年（一八九四） 「第五高等学校」と名称が変わった。
戦前のいわゆる旧制高等学校は、男子だけに開放された、帝国大学に入学するための準備教育をほどこす高等教育機関であった。が、昭和二十
五年（一九五〇）すべて閉校になった。しかし、多くの高等学校は、わが国の近代高等教育に大きな貢献をしたとされる。
どんな学校であれ、ユニークな教師はかならずいるものだが、明治二十年代（一八八七〜一八九六）第五高等学校にも一風変わった個性的な教
師がいっぱいいた。中でもつぎの教師たちは生徒の耳目をひいた。
修身・倫理・漢文………………秋月韋軒漢文…………………… 岡田（？）国語・漢文 園
　
哲雄
漢文・作文… 黒本
　
植
英語…………… 佐久間信恭英語・ラテン語 ラフカディオ・ハーン仏語・数学・物理 体育 桜井房記数学・英語・力学 杉山岩三郎化学・物理・地学 鉱 大幸勇吉鉱物・地学・英 ………… 篠本二郎図画・測量…………… 下山秀久化学舎監（寄宿舎の監督） 余田司馬人
秋山は元会津藩士である。幕末・維新生きのこりの老儒であった。この老先生は、長い白いほおひげをなでながら、机の手前右の角をコツ〳〵
とたたくのがくせであった。図画・測量の教師・下山は、散髪するのは盆と暮れの年二回ときめていた。鉱物の教師・篠本は、朝顔を洗わず、便所に行っても手を洗わなか 英語とラテン語の教師・ハーンは、胸 ポケットから虫めがねを取りだして本を見、また生徒の顔をあまり見
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一方ばかりを見て教壇に立って授業をした。国語の教師・園は、予科生には教壇のうえから、本科生には教壇の下からあいさつをした。
漢文の教師・岡田は、よくせきをして痰
たん
を吐きだした。仏語の教師・桜井は、時計の細ひもを首にかけ、時計をクルクルまわしながら、教壇の
上を左右に歩きながら授業をした。化学の教師・大幸は、大学出のほやほやであり、恥しそ に下ばかり見て授業をし、生徒が無作法な質問でもすると、真っ赤な顔になった。数学の教師・杉山は、よく「ちょっと待ってください」といって、便所に駆け込んだ
（
3）
。
　
この学校が閉校になる六十有余年のながい歴史のなかで、四名の名物教授の名を着任順にあげるとすれば、つぎの人物がそれであろう。
秋月韋軒………………………………文政七年（一八二四）〜明治三十三年（一九〇〇） 。享年七十七歳。五高在任（明治
23・
9〜同
28・
8）
ラフカディオ・ハーン 嘉永三年（一八五〇）〜明治三十七年（一九〇四） 。日本に帰化し、小泉八雲と名のった。享年五十四歳。五高在任（明治
24・
11〜同
27・
10）
夏目漱石…………………… 慶応三年（一八六七）〜大正五年（一九一六） 。享年五〇歳五高在任（明治
29・
4〜同
36・
3）
厨川白村………… 明治十三年（一八八〇）〜大正十二年（一九二 ） 。享年四十三歳。五高在任（明治
37・
9〜同
40・
9）
これら四名は、三年から五年ほど勤めたのち転出しているが、いずれもすぐれた
教師であった。つぎにかれらが五高に着任するまでの経歴についてのべるが、まず秋月韋軒から取りあげてみよう。
＊
一
　
秋月韋軒
幕末・明治期の漢学者である。文政七年（一八二四）会津に生まる。名は悌
てい
次じ
郎ろう
、
秋月韋軒
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諱いみな
は胤
かず
永ひさ
、韋
い
軒けん
と号した。藩校「日新館」に入り（十歳） 、学業をつんだのち、二十三歳のとき藩の選抜生として「昌
しょう
平へい
黌こう
」 （幕府の学問所
―
文
京区湯島一丁目）に入学し、つぎの教師に師事した。
佐藤一
いっ
斎さい
……一七七二〜一八五九、江戸後期の儒学者。朱子学を講じた。昌平黌教授。
安あ
積さか
艮ごん
斎さい
……一七九一〜一八六〇、江戸後期の儒学者。二本松藩儒 へて、幕府儒員に登用され、のち昌平黌教授。
同門の士に、水戸の原一之進（一八三〇〜一八六七、幕末の水戸藩士、将軍慶喜の謀臣、のち暗殺された）や、薩摩の重野安
やす
繹つぐ
（一八二七〜一
九一〇、幕主・明治期の歴史学者、漢学者。藩校「造士館」で教えたのち、維新後、東大教授）などがいた。
韋軒は三十歳 とき 各藩 選抜生の指導監督役（ 「書生寮舎長
（
4）
」 ）を命じられた。かれは昌平黌にあるとき、人がその就枕を見ないほど、終夜
たゆまず学び、眠くなれば机によってねむり、目がさめると再び書をよんだ。
刻苦勉励
―
その業をおえて帰国したのち、藩校の教授をつとめた。文久二年（一八六二） 主・松平容
かたもり
保が京都守護職に就くと側用人に登用
され、政務に参画した。戊辰の役ののち終身禁固に処せられたが、明治五年（一八七二）特赦となり、太政官七等出仕をへて会津に帰り、母を養った。
明治十三年（一八八〇）四月、上京し友人と家塾を営むが 活 苦しかった。同十八年（六十二歳）東京大学予備門教諭となり、翌年には第一
高等中学校（のちの一高）に勤めた。
明治二十二年（一八八九）九月、 第一高等中学校を辞すると、悠々自適の生活に入った。が、翌年九月五高から請われ漢文 倫理の教師
として赴任した。ときに六十七歳。熊本には、五年いた。明治二十八年（一八九五）国に帰るため五高をやめ、郷里で家塾をひらき、漢学を講じていたが、のち子供がいる東京に転じ、明治三十三年（一九〇〇）一月、没した。享年七十七歳であった。
老境にあった者が、あえて熊本に行ったのは、藩校「日新館」において、熊本の藩儒が古学（宋代の注釈によらず、経書〔四書・五経〕を直か
に研究する）を教えたことがあったし、熊本は会津とおなじように朱子学（朱子が大成した儒学。実践道徳を唱えた）を信奉する、学問が盛んな土地であること、戊辰後細川藩に ずけられたとき、温情をかけてもらった想い出があり、その恩がえしのつもりで、老骨にむちうって任地にお
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もむいた
（
5）
。
五高在職ちゅう、あまり幕末のことを語らず、ひたすらまじめに漢文を教えた。こどものような顔つきをし、にこにこしながら講義したが、み
ごとなほおひげをたくわえていたから、生徒から見ると、聖像を仰ぎ見ているようであった。じっさい同僚教師のハーンは、秋月を「神さま」といった。
教師のほうからすると、孫のような生徒を相手に授業をするのだが、いつもニコ〳〵しながら接した。この先生はいつも学生服のような制服を
着ていた。漢学の教師はいったいに「礼」 （おじぎ あいさつ）を重んじるが、韋軒も例にたがわず、着任のとき生徒と初対面したとき、ていねいなあいさつをした。また五高を卒えて帝大に進む生徒へのはなむけの言葉として、大学の講堂に入ったなら、教授にこれからお世話になる旨のてい重 なし、学友に これから互い 励まし合って向上するにあたり、かならずあいさつするようにいった
（
6）
。
授業のようす。韋軒が担当した科目は、修身・倫理・漢文などであった。これらの学科の中味は、つぎのようなものであった。
修身・倫理………教育勅語をよりどころとする、道徳の教科目のひとつ。身を修め、おこないを正しくすることを、この教科の本旨とする。韋軒の
修身は儒教の経典である四書（大学、中庸、論語、孟子）の講義であった。
漢文………………「詩経」 （中国最古の詩集。経書〔儒学の経典
―
四書・五経など〕の一つ。三〇五編の各地の歌謡をおさめている。
この老先生は、修身・倫理の教室に出ると、ひとりひとり 生徒にたいして
　―
わたしは何藩の…という者です。
と名のらせた。この時、戊辰戦争がおわって二十数年経って たが、その所属の藩名 いわねばならぬことは いさ か時代錯誤の感 あり、生徒は奇異に感じ
しかし、
翻
ひるがえ
って考えると、この先生は壮年期において、各藩の志士とまじわり、各藩特有の士風を理解していたから、そうすることが訓育上
必要であると考えたものであろう。
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生徒にとって藩名をのべることが、修身・倫理の時間においてまっ先に経験する儀式であった。もしこの時間に遅刻し、のこのこ教室に出よう
ものならたいへんである。大きな雷が落ちたからである。大
だい
喝かつ
一いっ
声せい
、
　―
王おうほう
法（天子が定めたおきて）いわく、おくれて至る者は斬る、とある。だいじな聖賢の道を聴く講席にちこくするとは何事ぢゃ、君は何藩
か？とやられた。ガァンと一発、鉄棒で頭をなぐられたような感じであった。その後、誰もちこくする者はいなかった。
こんにちの大学教育では、ちこくや授業中の退席は恒常化しているから、じつ 隔世の感がある。この先生は、授業中すぐにことばが出てこないとき、よく「それ〳〵」といった。漢文の時間に詩経を習った生徒の回想 よると、詩経はなかなかむずかしく、よくわからなかったという たまたま市内の古本屋で、そ 国
こく
字じ
解かい
（漢籍を国語でわかりやすく解釈した本）
―
いまでいう虎の巻をみつけ、それを教室に持ち込んだ。そして当てられると、そこに書いてある
通りに解説した。すると先生はそれを知ら いから―
ウムウム、そうだそうだ、よく調べができている。
といってその生徒をほめた。一方、ほめら た生徒のほうは冷汗が出たという。あとでその虎の巻は、おれにも貸せ〳〵とひっぱりだこに った（中野礼四郎「秋月先生の思出」 ） 。
大学（ 「礼
ライ
記き
」の一編
―
学問の根本義をしめす）や中庸（ 「礼記」の一編
―
中庸の徳を説く）を講義するときは、字義に拘泥することなく、
その章句の根本義を説明し、世間に適用させようとした。かれの目標は、儒教の真髄を教えるにあった。
教壇に腰をかけ、指さきで机の上をこつ〳〵たたきながら熱心に授業をやったが、かれが教導の究極の目的と たのは、国家 とっ 有用の大
たい
器き
（大人物）をつくるにあった。倫理の講義をおえるにあたって、いつも「国家棟
とう
梁りょう
の材となって、国事に尽
じん
瘁すい
せよ（国家の指導者となって、く
たくたになるまで奉公せよ） 」とむすんだ。
教え子がいずれ学業 おえて帝大に進んだのち、社会において栄達することを知っていたからである。授業中 ときに維新当時のことを話すこ
ともあり、そのときは何ともいえぬおもしろ味が湧いてきたという。志士 往復し 実歴談や人物論は、生徒にとってひじょ に興味をひくものであった。
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―
西郷（隆盛、一八二七〜七七、幕末・維新期の政治家）という人は、色の青白いような、おとなしい仁
じん
（ひと）で、ときに顔を赤くするよう
な所があった。といったり、―
元治元年（一八六四）
蛤
はなぐり
御ご
門もん
の戦闘に、高崎佐太郎（
正まさ
風かぜ
、明治期歌人、元薩摩藩士）君が、
金きん
小こ
實ざね
のよろいに身をかため、威風堂々はな
ばなしく陣頭に馳
ち
駆く
せし（馬を走らせる）さまは、いまもなお眼底に映じおる。
と語ったりした。
生徒らはときどき韋軒の訓話を聴くために官舎を訪れると、酒を出してあつくもてなされた。辞退して帰ろうとすると、きげんがわるい。
―
諸君は、料亭などに行って酒をのむことは慎
つつし
まねばならぬが、わしの家に来て酒をのまぬのはいけない。
といって、すすめられるものだから、生徒らはごちそうになった。
酒の肴
さかな
は、いつもきまっていた。豆腐と漬物である。先生は生徒と酒をくみかわしながら、生徒が社会に出たときの心得や青年の向うべき方針
などについて教訓をたれた。
また生徒らとたびたび茶話会を催し、そのときいろいろな話をした。また祝祭日のとき、教員や生徒が一堂に会し とき、教育勅語を奉読する
役は、いつも韋軒であった。
韋軒はことばになまりがあったようである。 「土屋」を つも「ツッチヤ」と発音した。この土屋という の曾祖父・赤阪敬房という者が、
昌平黌時代の恩師・佐藤一斎の門下生であり、のち藩学 教授であったことを耳にしてから、―
ツッチヤ、などは、ソレ〳〵儒者の後
のち
（子孫）なれば」
と、何度か土屋の名を引きあいにだした。
この老先生は法科がいちばん気に入り、つぎが文科、理工科などはあたかも“大工左官の学”と考え、いささか偏見 もっ いた。が、大きな
問題とならなかったのは、全校の教職員および生徒らの徳望が絶大であったからである。
生徒を将来天下国家を治める為政者の王子とかんがえ、
―
お前たちは、他日地方の長官となる。
（10）121
といって、その将来に望みをかけた。そして、―
他日、業なり立身して、大臣宰相となったならば、地下に眠るぼくの石塔はよろこんで動くだろう。
ともいった。もし人が社会に出てひと どの人物になること、名誉や利益をうること、立身して顕官になることなどに拘でいするとしたら、それは俗でいやしい性質である。が、当時はまだまだ立身出世主義の時代であったものか。韋軒は旧弊な考えをもつ老人であったようだ。しかし、見識のひくい、心の卑しい儒者ではなかった。貴賤や身分というものを強く意識してはいたが、社会の底辺の人びとにも分けへだてなく、声を けた。
授業をおえ、わきみちを経て帰宅する途中、よく肥
こえ
おけをかついで畑に通う農夫と出会うことがあったが、そのつど韋軒は寒暑のあいさつをな
し、その労をなぐさめ、作物のできぐあいなどを尋ねた。百姓をあわれみ、慈悲を垂れる老師の態度は、なんともいはれぬ崇高の場面を現出し、孔こう
夫ふう
子し
（先生である孔子）もまたこうような態度で人に応対したかと思わせた
（
7）
。
当時五高において生徒の尊崇の的
まと
となっていたのは、秋月韋軒とラフカディオ・ハーンであった。秋月はその名がしめすごとく、高風清節であ
り、だれからも敬われ、かつ慕われた。かれは会津の古武士の風格をそなえていた。士風を重んじ 人間と の修養練磨に重きをおいた。生徒は韋軒からは“精神的指導”を、ハーンからは“語学の趣味”を植えつけられた。
韋軒とハーンとの心の交流について、いくつか佳
か
話わ
（よい話）が残っている。
熊本時代の にとっていちばんの慶事は 明治二十六年（一八九三）十一月一七日長男・一雄が生まれたことであった。天気のよいある日
の午後、韋軒は心ばかりの祝いの品をもってハーンの家を訪れた。それは梅の花と竹筒 入れた日本酒、漢詩を書いた二つの巻物であった ハーンには韋軒が話す祝辞が完全にはわからなか たが、神がお祝 に て来たようにおもえ そし こ 神のよ な老人は、微笑 帰 て行った
（
8）
。
ハーンは韋軒が往来にいるどんな卑しい者にもやさしいことばをかけ、うなづきをあたえ、けっして疲れた態度や不きげんな顔をしないことを
見ていた。寒い朝に教官室にやって来ると、快活さと暖かさを運んできて れたように思えた。教員 宴会 おい 、この老教師のすがたを見るだけで、誰もが愉快な気持になった
（
9）
。ハーンはことばが十分通じない老人をひどく尊敬していた。
明治二十五年（一八九二）の鹿児島・宮崎方面への修学旅行（当時は“行軍”といった。背のうと先込め式の長い銃と剣をもって出発した）の
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ときも、韋軒は洋服にワラジがけ、ステッキをもち、長いほおひげを風になびかせながら参加した。
明治二十七年（一八九四）三月九日
―
明治天皇の銀婚式の祝賀会を学校で開いて、夜四百名の生徒が提灯行列をおこなったとき、韋軒はハー
ンといっしょに提灯を手にして奉祝行列に参加した。
韋軒は五高在職ちゅう、めったに授業を休むようなことはなかったが、明治二十六年（一八九三）二月二十三日のことか、いちどだけ教室に姿
をみせたと思ったら、きょうは下調べができていないから授業のほうは勘弁してもらいたい、といい、ていねいに一礼すると教室から出て行った。じつは文久三年（一八六三）以来、三十余年ぶりの友人・高崎正
まさ
風かぜ
（一八三六〜一九一二、元薩摩藩士、明治期の歌人、宮中顧問官、男爵）が熊
本にやって来たので、なつかしさのあまり終夜同人と痛飲してしまった。これが休講の理由であった。
北きた
白しら
川かわ
宮のみや
能よし
久ひさ
親しん
王のう
（一八四七〜九五、伏見宮邦家親王の第九王子、慶応三年輪王寺を継く。戊辰戦争のとき奥羽越列藩同盟の盟主。維新後、
陸軍の第四、第六師団長、近衛師団長を歴任。台湾平定の途中、没）は 熊本第六師団長として東京を出発したのは、明治二十六年（一八九三）一月二十二日であった
（
10）
。高崎は当時、北白川家の別当（職員の長）であったから、随従して新橋駅へむかった。
同日、一行は名古屋で一泊し、翌二十三日の午後京都七条の停車場に到着すると、馬車にて伏見宮の別邸にむかい、同夜そこで一泊した。二十
四日は、旧御所・知恩院・祇園社などを見学した。二十五日の朝、七条の駅舎より汽車にのりまず大阪をめざ 、ついで、神戸の停車場にむかった。同夜、神戸で一泊。二十六日は、湊川神社を見学し、夕刻、船にのった。
二十七日の仏暁、神戸を出帆、昼すぎ門司に着いた。上陸後、旅館にむかった。二十八日の朝、汽車にて門司を出発。小倉・博多をへてお昼ご
ろ熊本に到着。しばし駅舎で休んだのち 旅宿へおもむいたが、沿道におびただしい数の見物人 出 立すいの余地もないほどであった。
二十九日は、朝から来客が多かった。午後、北白川宮は偕
かい
行こう
社しゃ
（陸軍将校が親陸をはかるための建物）へむかった。のち知事や旅団長と会った。
三十日は八
やつ
代しろ
（熊本県中南部、八代海に面する）にある征
せい
西せい
将軍（中古以来、西国の乱を鎮定するために派遣された将軍）の神社をおとずれ、御
墓にもうでた。夕刻、熊本に帰った。
一月三十一日の高崎日記（手帖にエンピツで書き入れたもの。表題なく、 「熊本行」とあるもの
（
11）
）の項に、
「朝のほど雨ふる。秋月胤
かず
永ひさ
（他に三名の軍人、文部参事官一名の名があるが、省略する
―
引用者）来訪」
とある。また二月六日のくだりにも秋月の名前が出てくる。
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「朝霧ふかし。秋月胤永（他に一名の名あるが省略する
―
引用者）来訪」
と、ある。
二月七日、この日秋月は内田某とともに北白川両殿下に経書
（
12）
（儒学の経典。
四書・五経など）を進講した。秋月が貴人のまえで講義することになったのは、高崎正風の推せんによるものであったのであろう。お付の男女も陪聴をゆるされた。進講がおわると、晩さんを供され、ゆったりとした談話があった。
九日、午後七時すぎから幻燈会がひらかれ、松平知事、熊本在住の将官、進
講をした内田、秋月らがそれぞれ妻とともに招待された。
その後、北白川宮一行は九州各地を訪れたのち、二十日ごろ熊本に帰ってきた。二月二十二日の午後二時から北白川宮といっしょに近々出立する高崎正風のための離杯の会（送別会）が、秋月韋軒と木村弦
つる
雄お
（一八三八〜九
七、幕末・明治期の国学者、元熊本藩士。当時、尋常中学済
せい
せ々い
黌こう
の校長）によって設けられた。場所は水
すい
前ぜん
寺じ
公園（熊本市出
いずみ
水町）内にある料亭
「福永屋」である。計五名ほどの出席者があったが、かれらは園内をそぞろ歩いたのち、
「或
あるい
は飲
の
み、或は食
く
ひ、或は談
だん
じなど心
こころ
行いく
まどゐ（たのしい会合）也
なり
けり」 （日記
（
13）
）
とあるから、心ゆくまで飲み食いしながら歓談したものであろう。
当然、幕末京都にいたころのことも話題になり、回顧談に耽ったことであろう。秋月韋軒には、こ と 福田屋 臨流亭で詠んだ漢詩がある。
憶
二曽京洛死生同
一	
かって京
きょう
洛らく
（みやこ）に死生を同くせしことを憶
おも
う
治乱経過一夢中
	
治ち
乱らん
経けい
過か
は一
いち
夢む
の中
なか
離合天縁復携
レ手
	
離り
合ごう
（離れたり合ったり）は天縁復
また
手をたずさえ
鎮西花柳酔
二春風
一	
鎮ちん
西ぜい
（九州の別称）の花
か
柳りゅう
（花柳とヤナギ）春風に酔ふ
白虎隊記念館編『秋月悌次郎詩碑建立記念誌』 （平成
2・
10・
14、六七頁）
高崎正風
118（13）
五高の名物教授
おそらく韋軒は、二十三日に旧友・高崎らと痛飲したために、翌日の授業に支障が生じ、体講にしたものと考えられる。文久三年（一八六三）八月十八日の政変。幕末、京都はさわがしいだけでなく、物騒きわまる街であっ 。都 新たに京都守護職という治安機関を置くことになり、奥州の会津藩はいや
いやながら兵をひきいてやって来た。その後の会津藩の悲劇は、京の治安をになわされたときにすでにはじまっていた。藩主・松平容保（一八三五〜九三）の側用人に登用されたのが、秋月悌次郎であった。
当時の京都は、土佐・肥後・久留米・薩摩などの脱藩者
（
14）
や盗み・放火・殺人などの悪行なす浮浪の徒が多く、騒然としていた。なかでも尊王攘
夷をとなえる長州藩 過激派は、市民や公卿らをさかんにあおり立て、討幕ののろしをあげ、つづいて攘夷を行なおうとした。
薩摩藩は、基本的に 佐 であり、秩序維持派であったから 過激浪士か 観ると、正体のつかめぬ存在であった。文久三年（一八六三）八月
―
長州藩の計画および朝廷の評議のしだいが藩摩藩の知るところとなった。それは天皇が大和に行幸したのち、還幸なく、箱根山に討幕の錦旗
をひるがえす、といった陰謀であった
（
15）
。
八月十三日、薩摩藩士・高崎佐太郎（のちの正風）は、鴨
かもがわ
川のほとりの三
さん
本ぼん
木ぎ
（酒楼の町）に下宿している会津藩公用局の秋月悌次郎を前ぶれ
もなく訪れると、つぎのような話をした。そ 要点は、こうである。―
近来、聖旨（天皇のおぼしめし）として発表されているものの多くは偽
ぎ
勅ちょく
である。奸臣どもの所為から出たものである。聖上もこのことに気
づいておられ、しばしば
中なか
川がわの
宮みや
（一八二四〜九一、のちの
久く
邇にの
宮みや
朝あさ
彦ひこ
、公武合体をとなえ、長州攘夷派を京から追放）に相談しておられるが、
君側の奸を清める武臣がいないことを嘆いていられる。
この任に当たれるのは、会津と薩摩の二藩のほかにない。願わくは ともに当路の奸臣をのぞいて 叡
えい
慮りょう
（天子の考え）を安
やすん
じたいものである
（男爵・山川浩遺稿『京都守護職始末
　
完』 〔非売品〕明治四十四年十一月、一六七〜一六八頁） 。
薩摩の高崎が秋月を訪 た 主人・島津久光の内意をうけてのことであろうが、悌次郎らははじめからその気があるものの、勝手に協力を
承諾するわけにもゆかず、黒谷にいる藩主・容保に相談した。容保もその意だったので許容した。
高崎と秋月はついで中川宮 たずね、事の理由をのべると、宮も大いによろ び賛意をしめした。
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宮廷への工作は、中川宮を通じておこなわれた。孝明天皇（一八三一
〜六六、その死に関して毒殺説もある）は長州ぎらいの佐幕派であったから、薩摩と会津の謀議に荷担した。
過激派の中心勢力を追い出すために、八月十八日の払暁
―
薩摩と会
津の武装兵が突如、御所の門をかため、九門をとざし、尊攘派側（長州派公卿十三人の参
さん
内だい
をとどめ、かれらの官位をはく奪した。同時に長州
藩にたいし、 堺町御門の警衛を免じ薩摩がこれに代わった（堺町門事件） 。
尊攘派側の公卿らは、長州藩その他の志士に護衛されて参内しようと
したが、薩摩と会津の兵にはばまれ、京都東郊 妙法院に引きあげざえなくなり そこで善後策を講じた。会議はついに七卿西走
―
長州藩
を指して落ちのびる に決した。
翌元治元年（一八六四）夏、長州藩が藩主父子の処罰撤廃をもとめて大挙上洛したが、このときも薩・会の兵によって阻止された（蛤御門ノ変） 。その後の悌次郎の人生は、有
う
為い
転変をまぬがれなかったが、維新後、秋月の名は薩長の連中に記憶されていたおかげで、東京によばれ、一時役
人生活を送ったりしたが、やがてそれを辞すと、漢学の教師として余生を送った。
明治二十八年（一八九五）八月、秋月韋軒は五高を退職し、会津へ帰ることに決した。学年の試験が終了した当日、体育館において韋軒の送別
会が開かれた。その日、校長職員生徒らが皆あつまり、立すい 余地もないほどであ
生徒による開会の辞のあと、桜井教授（校長）の送ることば、各組総代による奉送の辞がよみあげられ、ついで韋軒の退任のあいさつが約四〇
分ほどおこなわれた。維新当時の実歴族が話の中心で った。韋軒はさいごにいった。―
東京で鎮
ちんぜい
西書院を営
いとな
み、諸君を待ちうけることも考えたが、事情があって故郷に帰ることにしました。郷
きょう
園えん
（郷里）は国破れて山河あるとこ
ろです。他日、磐
ばんだいさん
梯山のふもとで、諸子が贈与せる銀盃をかたむけ、お互い談じるときもあろうかとおもいます。
韋軒の話がおわり、酒宴となったが、しめやかに行なわれ、やがて一同この老教師の退出を見送った（ 『龍南会雑誌』第
38号、明治
28・
6・
30） 。
秋月韋軒の墓〔筆者撮影〕
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＊
二
　
ラフカディオ・ハーン
わが国では“ヘルン”とも呼ばれたラフカディオ・ハーンは、どのような風貌の人であったのか。東京帝大の教場においてはじめてこの教師を
見た田部隆次（一八七六〜一九五七、英文学者。のち四高、学習院、津田塾女子大学で教えた）によると、背のひくい、骨格のしっかりした人であったという。はだは日焼けしたように茶褐色であった。その顔を一目見て奇異の感に打たれたのは、左の眼球のうえに“白い膜”がか ってい
たことであり、失明していた。残る右眼も極度の近視であることがわかった。
ハーンはじぶんの容貌に自信がなかったものか、正面から写した写真は皆無であり、どの写真も
顔は横をむいている
0
。日本に来るまでの人生は、じつに波らんに富んだものであった。
ラフカディオ・ハーンは、明治期の小説家・英文学者である。一八五〇年（嘉永三年）六月二十
七日ギリシャのイオニア海に浮ぶ一島サンタ・マウラ（レフカダ島）に生まれた。父はアイルランドの軍医、母はギリシャ人であった。三歳のとき、両親とともにアイルランドのダブリンに帰ったが、そ 翌年父 離婚し、母はギリシャに帰った。その後、ハーンは大叔母の手 養育されるが、十七歳のとき父と死別した。
受けた教育についていえば、幼時は家庭において学び、十一歳のとき、フランスのルーアン近郊
にあるイヴトー 教会学校に入学したが、数年後、イギリスのダーラム市郊外にある トリック系のアショー・カレッジに転入学した。
しかし、大叔母が破産したため、やむをえず学校を中退し、十九歳のときアメリカに渡った。ニ
ューヨークを経てシンシナティ おもむくと、まず生活苦と闘わねばならなかった。
まず一年半ほど かれはありとあらゆる仕事に手を染めた。鏡の行商、電信 配達人、宿屋のボ
ーイ、印刷屋の見習いなどをやった。そ 合い間に読書を り 文章を書いたりし、それを週間
オハイオ州シンシナティ市
（16）115
新聞などへ投書した。
やがてヘンリー・ワトキンというイギリス人の印刷屋は、ハーンの境遇に同
情し、離役夫として印刷場で住むことを許してくれた。が、ベッドはなく、紙くず
（
16）
の中で寝ることになった。またこの親切な印刷屋の紹介で、しばらくシン
シナティ公立図書館長の秘書のようなしごとをした。さらにワトキンの紹介により、商業新聞の雑文を書いたりして、こ口の資 え
一八七四年（明治七年、二十四歳）
―
ハーンは『シンシナティ・エンクワ
イラー』社に正式に 記者として入社 た。かれは同紙のために多くの記事を書いたが、記者としてその名を高めたのは、なめし革工場で起った殺人事件を取材した記事であった。かれは事件記者として令名が高く るや、給料のほ
うもあがった
（
17）
。
一八七七年（明治十年、二十七歳）十一月
―
メンフィスを経由してミシシッピー川の河口から一七〇キロ上流にあるニューオーリンズに移動
した。
ここにはメキシコ湾第一の港があり、早くから綿花・穀物・タバコ・コーヒー・木材などの積出港として知られていた。ニューオーリンズはフ
ランス人が十八世紀にミシシッピー河畔に造った町であり、フランス植民地時代やスペイン領当時のおもかげを残している。比較的低層の家には、ひさしの付いた所が多い。市街は多くの放散道路と同心環状道路から成っている。街の一部はミシシッピーの河面よりも低 ため、地中を掘るとすぐ水がわく。だから地下室や墓場をつ ることができない
（
18）
。当初、職さがしに奔走し、ウィリアム・ロビンソン市長（ 『リパブリカン』誌の編
集長でもある） 紹介で、 『ディリイ・アイテム』紙の準編集者の職にありつくことができた（週給一〇ドル） 。ハーンは朝起きると、パンとコーヒーを胃袋におさめ、つい 社に出むき、そこで一定時間、同紙のために駄文をでっちあげ、それがすむと下宿に帰った。下宿 窓の外のつたや蚊の大群のせいで、うす暗らかった。やがてスペイン語の先生 やって来て、授業がはじまる。それがおわる 、中華料理店で食事をとった。食後、二時間ほど古本屋めぐりをした
（
19）
。
ラフカディオ・ハーン
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文才は認められてきたものの過労と貧苦に悩んだ。そのため安定した暮らしを望むようになった。同年三月二日
―
ハーンは共同経営者と「苦
難の時代」 （
T
he	H
ard	T
im
es ）といった屋号の五セント食室をドライアディーズ街一六〇番地に開業した。
その広告 （ちらし）に、つぎのようにある。
何でも五セントのレストラン。ドライアディーズ街一六〇番地。ここは南部 一番安い食堂です。ニューオーリンズにある、ほかのどんな食堂よりも、
こぎれいであり、きちんとしており、かつ立派です。白銅貨が何枚かで、おいしい料理を食べることができます。
どの料理も五セントです。どの料理も相場の半値です
（
20）
。
　
当時、ニューオリンズのレストランもピンからキリまであった。庶民が出入りする
安食堂のメニューは、
―
子牛や子羊のすい臓、ロースト羊・牛・チキン・小牛など
であり、客は野菜やくだものを別に注文した。デザートはチーズやゼリー菓子、コーヒーなどである。飲物のブドウ酒半分は、一ドル五〇セン か二ドルが相場であった（
21）
。
ハーンは、このち
ドッヂャー
らしを見たとき、ぴんと来なかったようである。何か真実性に乏
しいように思えた。そこで共同経営者とよく話しあった結果、 “苦難の時代”と店の名称を変えることにした。 の屋号にしても、不吉な感じがしないでもなかった。じっさい縁起がわ く、結果的には災いが舞い込んだ。
開店日は、三月二日であり、同日『ディリイ・アイテム』紙に、みじかい広告がの
ニューオリンズの古い街
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った。
ドライアディーズ街一六〇番地にある「苦難の時代」亭は、五セント白銅貨一枚で飢えを満たしてさしあげます。
広告は三月二日から同月二十二日まで『ディリイ・アイテム』紙に、いろいろ趣向をこらして掲載されるのだが、客足は遠かった。ある日の広
告は、つぎのようなものだった。
ドライアディーズ一六〇番地の食堂では、おいしいステーキがたった五セントで食べられるのに、なぜ四〇セントも払うのですか？五セント食堂は、往々にして古ぼけていたり、きたない所ですが、ぜひドライアディーズ一六〇番地の食堂をご覧ください。
ハーンが五セント食堂をはじめた動機 、他人に使われ雑文を書いてわずかの金をもらうことにいや気がさし、もっと大きな収入を得たいとお
もったからである。
食堂は賃貸であったものであろう。食堂の入口には自在ドアがついていた。白人は通りに面した部屋、黒人は奥の部屋であ た。ハーンは客に
コーヒーを注いだり、熱いロールパンやビーフステーキやスープ、冷 い牛舌、シチューなどを給仕し、懸命に働いた。が、いかんせん商才がなかった。相棒は実利にさとい男であり、客を大切にしなかった。あげくの果てに、この共同出資者は売上げ金を持ち逃げした
（
22）
。
食堂は三月二十三日
―
開店してわずか二〇日でつぶれてしまった。ハーンはがっかりしてしまい、無力感に襲われた。やがて気をとりもどす
と、再び新聞の雑文書きや各紙 記事を切 抜いてつくるでっち上げ記事のしごとにもどらねばならなかった。
一八八〇年（明治十三年、三十歳）
―
『ディリイ・アイテム』紙ばかりか、 『デモクラット』紙にも寄稿をはじめ、翌一八八一年には『タイ
ムズ・デモクラット』紙の 芸部長に迎え れた（週給三〇ドル） 。
一八八二年（明治十五年、三十二歳）
―
翻訳『クレオパトラの一夜とその他幻想物語集』をニューヨークで自費出版した。一八八四年（明治
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十七年、三十四歳）には、 『異文学遺聞』をボストンのオズグッド社より刊行した。
翌一八八五年（明治十八年、三十五歳）四月、コールマン社よりつぎの本を刊行。
『ゴンボ・ゼーブ
―
クレオール俚
り
諺げん
（ことわざ）小辞典』
『ニューオリンズの歴史的スケッチと案内』『クレオール料理』
ハーンは短いあいだではあったが食堂の経営にたずさわったために、古本屋めぐりをするひまはなか
った。
ハーンはニューオーリンズに来てから、ひまがあると古本屋におもむき、本をあさるのがいちばんの
たのしみであった。行きつきの本屋は、
フルニエ（ローヤル街）…………………経営者は、クリオール人（フランス人と黒人の混血児） 。ミュー （ クスチェンジ街） 経営者は、ドイツ人。アーマン・ホーキンズ（カナル 経営者は、イギリス人。
などであった
（
23）
。まずフルニエの店では、すこし神経質で小柄なクリオール人の店主とひとくさり話を
したあと、たなの上にあるほこりをかぶった本に手をふれた。ハーンが仏蘭西インド諸島への興味をかき立てられたのは、この主人の想い出話によるところが大きかった。
ついでハーンの足は、たいていミュールの店へむかった。ドイツ人の店では、ボードレール訳のポー
を発見し、その解説を『ディリイ・アイテル』紙に発表し （一八七九・一〇・二二付） 。ハーンがも
ニューオリンズのカナル街
アーマン・ホーキンズ
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っとも長居したのは、ロンドン生れのホーキンズの店であった。古籍商には、いずこの国であれ、 “変人”が多いが、ホーキンズは奇人の代表格であ た。
冒険好きがこうじて、九歳のとき密航者としてイギリスからニューオリンズにやってきた。はじめ荷揚げ人足の世話になって暮らしていたが、
やがてクリオール人の親切な老人と知りあい、そ 財産を受けついだ。大人になったとき こっとう屋と古本屋をはじめた。
ハーンがこのイギリス人の店に出入りすることをはじめたころ、店主はすでに老人だったが、いつもシルクハットをかぶり、くたびれたフロッ
クコートを着 いた
（
24）
。ホーキンズは、ハーンが欲する本をよく捜してくれた。ハーンはホーキンズの店が気に入っていたし、一風変った店主にも
好感をもっていた。
一八八七年（明治二十年、三十七歳）二月、ロバーツ・ブラザース社より『中国怪談集』を出版。同年六月ニューオーリンズを去ってニューヨ
ークにおもむいた。西インド諸島への取材を考えようになり、七月ハーパー社から仕事をもらい、マルティニーク島へ行き、九月上旬ニューヨークにもどるが、十月再度同島を訪れた。一八八九年（明治二十二年、三十九歳）五月、マルティニーク島からニュ ヨークにもどる 、眼科医グールド家をおとずれ、原稿の仕上げにとりかかった。九月、 『チータ』をハーパー・アンド・ブラザーズ社より刊行。十月 『タイムズ・デモクラット』紙の美貌の婦人記者エリザベス・ビスランドと再会し、恋情をつのらせた。十一月、フィラデルフィアからニューヨークに戻 た。
一八九〇年（明治二十三年、四十歳）
―
一月、アナトール・フランスの『シルヴェストル・ボナールの犯罪』の翻訳をハーパー・アンド・ブ
ラザーズ社より出版。三月、 『仏領西インド諸島の二年間』を同社より出版。
三月八日
―
ハーパー・アンド・ブラザース社の依嘱によって、特派員としてさし絵画家のＣ・Ｄ・ウェルドンとともに東洋の日本をめざし、
約二週間の船旅をへて四月四日横浜に到着。インターナショナル・ホテルに投宿し しばらく横浜市内や江ノ島、鎌倉などを見学し その間東京帝大で教鞭をとるバジル・ホール・チェンバレ （一八五〇〜一九三五、イギリスの日本学者）に手紙を出し 就職斡旋 依頼した。
ハーンが日本で職を捜そうとしたのは、ハーパー・アンド・ブラザース社に安い給金で利用されているとおもい、関係を絶ってしまったからで
ある。そこでニューオーリンズの博覧会に派遣された文部事務官（当時、学務局長） ・服部一三やチェンバレンの世話により、島根県松江の尋常中学校に英語教師の口がみつかり、八月下旬赴任した。月給は百円であ た。師範学校のほうに 少しクラスがあっ
八月末
―
ハーンは、湖水にのぞむ景色がよいことで知られている松江に到着し、九月上旬より授業をはじめた。下宿がみつかるまで大橋川の
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北岸にある富田屋旅館に投宿し、十一月下旬に織原紙店の離れに移り、翌一八九一年（明治二十四年）六月、北堀町三一五番地根岸方（士族屋敷―
現在・八雲旧居）に、妻・小泉セツとともに転宅した。そしてここが松江におけるさいごの住居となった。そこは城の壕にちかく、庭のひろ
い、池のある古い武家屋敷であった。
ハーンは熊本に転任するまで、約五カ月間、この屋敷でくらした。ハーンは松江のものは何でも好きであった。かれは美術にたいして審美眼があり、古い人形、陶器、絵画、紙ひななどを愛で、風流を解したが、
雪月花のうち、雪にたいしては興をそそられることはなかった
（
25）
。
　
ハーンは松江で長くくらすつもり あった。しかし、当地の気候が合わなかった。アメリカ南部の暖気になれていたかれは、冬に日本海から吹
いてくるつめたい風や 家のなかが家畜小屋のように寒いのをきら 。せめて冬だけでも暖かな土地でくらしたいと思った。おりから熊本の第五高等中学校の招きに応じることにし、大勢の松江のひとびとに見送 れながら、同年十一月中旬熊本にむかった。
一八九一年（明治二十四年、四十一歳）
―
十一月十九日、ハーンとセツ、養父母らは、熊本駅に到着した。駅頭にハーン一行を出迎えたのは、
嘉か
納のう
治じ
五ご
郎ろう
校長（一八六〇〜一九三八、明治期の教育家・柔術家、のち文部省参事官、一高校長）であった。
熊本におけるハーン。ハーンが第五高等中学校に英語とラテン語の教師として勤務したのは、明治二十四年（一八九一）十一月より二十七年（一八九四）十月までの
満三年である。月給は松江時代よりも百円多 、二百円であった。
住居についていえば、外国人のための官舎はあったが、日本間がないために、そこに入らず日本家屋（借家）に居をかまえた。官舎には、漢学
の教師・秋月韋軒に入ってもらった。はじめ手取本町三十四番地 くらしたが、翌年 十一月坪井西堀端町三十五番地に移った。後者は広いりぱな庭のある家だった。
授業は着任早々はじまったが、英語とラテン語（一時はフ ンス ）を 週に、二十七時間も持たされ ほ 英作文の添削もあ て、しごと
は忙しかった。ハーンがわずか三年ほどで熊本を去り、 『神戸クロニクル』の社主に就職を依頼する手紙を出したのは、負担の多い授業数のためであった
（
26）
。
熊本は松江とはちがって、茶の湯や生け花のさかんな所ではなく、風流に欠けていた。おまけに松江のように骨とう店 古 屋もなかった。概
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しておもしろ味のない土地であった。
熊本におけるハーンの日常生活は、およそつぎのようなものであった。午前六時
―
めざましの音とともに起ると、火ばちを引きよせ、タバコを一服やる。そのあと縁側へ出て、顔をあらう。午前七時
―
朝食をと
る。トーストと玉子を食し、牛乳とウィスキー入りのコーヒーをブラックでのむ。三十分後、家族や女中たちに送られて学校へおもむく。車夫の呼び声で帰宅する。晩さんは午後六時半から七時半ごろまでである。とくに美食家ではなかったが、ビフテキ
（
27）
が好物であった。あえてぜいたくし
たのは、高級な葉
シガー
巻とウィスキーとブドウ酒であった。昼食と夜食は、西洋料理を食し、和食は旅行に出たとき以外、ほとんど口にしなかった。
夕食後、箱火ばちをかこんで『朝日新聞』を読むのを聞いたり、雑談をしたり、遊戯をしたり、ときに芝居を観に出かけた。ときに眠りにつく
まで読書したり 書きものをした。寝る時間は午後十一時すぎであるが、晩年には夜中に起きて机にむかうときもあった。
授業のようす。学校に出かけるときは、洋服であった。グレーの洋服を用い、帽子は茶色であった。休講は く、ひじょうに勤勉にはたらいた。学校ではハー
ンならぬ“ヘルン”で通っていたようだ。ラテン語や英語（読解、英会話、英作文、英文学史） 教えた。
毎時間、紫色のふろしきに手帳と赤表紙の辞典のような本を二、三冊包んで教室に入ってきた。教場では日本語を用いず、英語で通し が、
けっしてむずかしい言葉を使わず、やさしく説き、やむなくむずか い語を使うときは黒板に書いたり、絵もよく描いた。ラテン語は、ひととおり説明したのち、生徒に練習問題を当ててやらせた。
ラテン語の教科書は、
H
.	E
.	S
aw
yer が著した
	L
atin P
rim
er ―
G
uide to the Study of L
atin G
ram
m
ar,	B
oston	1867,	1868	 を用いたものか定かでない
（ 「第五高等学校学生貸与洋書教科書目録」 〔明治
20〜
23〕 （ 『旧制高等学校全書
　
第三巻
　
教育編』九善株式会社、昭和
56・
10を参照） 。英語の読解
はテキストを一たび朗読 たのち、生徒に大きな声 読ませ、発音やアクセント、文章の緩急や高低などをおしえ も であろう ハーンは
	
O オー フン
ften	 という語を“オフ
ツン4
” （
ɔ́:ftən ）―
こんにちまれであるが
―
と発音し、
h ハンブルum
ble	 を“
ア4
ンブル”と発音した
（
28）
。英会話は、質疑応答にあ
てられ、ことばが悪いと訂正した。英作文は任意のテーマ（じぶんの体験談、感じたこと、昔話など） 家でつくらせ、おもしろい内容のもの 、生徒にこ を示し、文法上の誤りを指摘し、注意をあたえたり、批評した。ま 英作文には 必 短評がついて た。
英文学史は、チョーサー（一三四〇？〜一四〇〇 イギリスの詩人）から じめ、ジョージ・エリオット（一八一九〜八〇、イギリスの女流小
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説家）や十九世紀のテニソン（一八五〇〜一八九二、イギリス詩人）あたりまで講義した。
それまで外国人教師としては、宣教師などが英語を教えていたが、ハーンは、かれらとはちがってひじょうわかりやすい言葉を用い、やさしく
説いた。たとえば、
l ラーヂarge （大きい，広い）と
b ビッグig （大きい）のちがいについては、黒板に図をかいて、つぎのように説明した。
―
ラーヂという方は、長方形のようなものである。大きい意であるが、ただ長さが大きいだけで、それほど奥行はない。ビッグというのは、長
くして奥行もある。背の大きい者をラーヂというが、肥った者はビッグでなければならない。
こんにち学校文法では、
かさ0
や広さ、規模、数量の大きいときは、
large を使い、
big は人や物の形、面積・容量などが大きいとき用いる、と説
明する。
ハーンはキリスト教嫌いであったから、宣教師と交際せず 同僚や日本人との付き合いも限られた範囲だけであった。桜井房記とはいつもフラ
ンス語で話をした。漢学の教師・秋月韋軒は、ハーンと会うと「こんにちは」とか「お早う」というのだが、ハーンは日本語がよくわからないから、妙な顔をし、礼をする。秋月はかまわず、日本語で話 つづけると、相手 だまって話を聞いた。ハーンは長 ほおひげの秋月のことを善良と高貴の権化
―
日本の神のように思っていた。
一八九四年（明治二十七年、四十四歳）
―
十月上旬、ハーンは第五高等学校を辞して『神戸クロニクル』紙の記者となった。教職をすてたの
は、執筆の時間がすくないことに原因があった。こんどの職場は、毎日一コラム記事を書くだけで、月俸百円 あった。
しかし、翌年一月、ハーンは神戸の雰囲気や生活がなじめず、 『神戸クロニクル』社を退社した。一八九六年（明治二十九年、四十六歳）
―
帰化手続を完了し、 「小泉八雲」と改名した 同年九 、東京帝国大学文科大学講師となり（月給四〇〇円） 、以後 週十二時間
―
英文学史・詩
人論などを教えた。
一九〇三年（明治三十六年、五十三歳）一月
―
東大から解雇通知が届く。翌年三月、早稲田大学に転職し、週四時間
―
十九世紀英文学史を
講じ、近世詩人ら 批評したが、同年九月二十六日、心臓発作により亡くなった 享年五十五歳であった。
墓は雑司ヶ谷墓地にある。筆者はむかし出版社の編集長といっしょにハーンの孫・
時とき
さん宅をおとずれたことがある。そのとき東大講師時代の学生の答案三枚（英文学
史？）をみせられたが、それらはいずれもみごとな筆記体で書かれたものであり、麗筆であった。おそらくハーンは、採点後答案を処分するに忍
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京師範学校、東京専門学校、国民英学会などで英語をおしえたのち、明治二十八年（一八九五）四月、突如専任であった東京師範を辞して、四国のはての松山中学に一教員として赴任した（月俸八〇円） 。
江戸（東京）といった都会で生れた者が、何もすきこのんで都
みやこ
落ちする必要があったのか。なぜ松山のような辺ぴな所で、しかも一中学の教師
となる道をえらんだのか。
漱石の松山行の理由として、従来いわれたのは
―
失恋、親友であった子規の故郷であったこと、破格の優遇（月給八〇円） 、 『ジャパン・メー
ル』紙の記者を不採用になったこと 洋行の旅費をつくるため、俳句を通じての友人がいたこと
―
などである。が、本当の理由は、本人に聞か
ないかぎりわからない。
漱石は性格的にかんしゃく持ちであった。いつもうっくつと怒り 不満、不愉快のなかに閉じこめられていた。ときどきそれが大きな音を出し
ながら爆発した。正直さ 正しい道理を愛した。英文学というものを十年ほど学ん きたが、分かったといった実感がもてず、あやふやなままで来た。ましてや自分のすべてに自信などもてず、己れは駄目な人間とおもうときもあった。 「何もかも捨てる気」で松山へ行くことにした、と漱石はみずから語ったというが、おそらく心機を一転するため、心気転換のために西国に下る決意をしたものであろう。その年の冬に、漱石は「家を捨て世も捨てけるに吹
ふ
雪ぶき
哉かな
」という句をつくった
（
29）
。
松山中学にいたのは、ちょうど一年間であり、翌明治二十九年（一八九六）四月に退職し、第五高等学校教授として、熊本に赴任し松山時代の漱石は、一、二度下宿を変えたのち、二番町の上野老夫婦宅に移った。松山では、熊本でもそうであったが、そんな 偉い教師が来
びず、大切に取っておいたものであろう。
＊
三
　
夏目漱石
夏目漱石（本名・金之助、一八六七〜一九一六）は、明治・大正期を代表する小説家である。
が、四国の松山中学校、熊本の第五高等学校では、一介の英語教師にすぎなかった。漱石は明治二十六年（一八九三）七月、東京帝国大学英文科を卒業後、大学院に進み、同年十月より東
夏目漱石
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たとは思わなかったらしい。漱石が担当したのは、四年と五年生の英語であった。が、そのころの中学の英語教育は、ちゃんとした教授法にのっとっ ものでは く、めちゃくちゃであり、むずかしいものを教科書として平気で用いた。
三学年……ラセラスの歴史
	
（
T
he H
istory of R
asselas, P
rince of A
bissinia ―
サミュエル・ジョンソン〔一七〇九〜八四、イギリス
の文人、辞書編集家〕の教訓的物語〔一七五九〕 ） 。なお同書の翻刻本が明治二十年代に博聞社から出ている。 「ジョンソン氏著
　
ラスセラス」 （全一冊、十八銭） 。
四学年……ウェークフィールドの教区牧師
	
（
T
he V
icar of W
akefield ―
オリバー・ゴールドスミス〔一七二八〜七四、アイルランド生まれのイギ
リス詩人・作成の作品） 。
五学年……サー・ロジャ ・デ・カヴァリ
（
30）
イ
	 （
Sir R
oger de C
overley ―
ジョゼフ・アディソン〔一六七二〜一七一九、イギリスの随筆家・詩人〕が、
親友サー・リチャード・スティール〔一六七二〜一七二九、アイルランド生まれのイギリスの文人・政治家）といっしょに『スペク ター』誌に登場させたこっけいな田舎紳士の話。なお同書の翻刻本が明 二十年代に博文社から出ている。 「第一高等中学校教科書
　
スペクテーター氏著
　
サーロジヤ
ァデーカバレー」 （全一冊、十四銭） 。
これらの教科書は、当時の松山中学生にとってどれも理解できぬものであったので、有志のものが、むずかしすぎるから斟
しん
酌しゃく
してくれるように、
縣会請願した。が、効果なく、教師らはそれを不都合とし、むずかしいものをやれば、それだけ力がつくといって、つめ込め 育をつづけた。
ところが、漱石の授業を受けてみると、ふしぎとよくわかり、英語のおもしろ味がはじめて感じられた。漱石が用いたテキストは、ワシント
ン・アーヴィング（一七八三〜一八五九、アメリカの作家、歴史家）の著述『ザ・スケッチ・ブック』
T
he Sketch-B
ook （一八一九〜二〇）であ
った。漱石はじぶんが受けもつ四年と五年のクラスにおいて、
T
he	V
oyage	
「航海」
R
oscoe	
「ロスコー
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T
he	B
roken	H
eart	 「断腸」
の三章を講じた。
漱石が用いた版本については不明だが、博聞社から翻刻本「アービン
グ、スケッチブック」 （初版は明治二十四年〔一八九一〕六月に刊行され、同二十七年〔一八九四〕に三版が発行されている（全 冊、二十三銭） 。ひょっとしたらこの版本を教材に用いたかもしれない。かれは、机に両ひじをつき、右手にエンピツをもって細々と講義を進めたはけっして能弁ではなかったが、ことばが巧みであり、説明は明快をき
わめ、正確であった。かれは文法や文
シンタックス
章構成法、接頭辞や接尾辞などにも生徒の注意をむけさせ、文章を解剖して、ことばの排列まで精密に調べ
ぬいて説明した。その め一時間にわずか数行しか進まぬことがあったし、 『ザ・スケッチ・ブック』は、二年間でわずか三章読了しただけであった。英会話の時間は、はじ ら英語でおこない、英作文の時間は、じつにていねいに文書を直した。
漱石が熊本の第五高等学校に在任したのは、明治二十九年（一八九六）四月十四日から同三十六年（一九〇三）三月三十一日までである。しかし、明治三十三年（一九〇〇）七月から二カ年間ロンドンに留学し、同三十六年一月に帰国すると、それっきり熊本には帰らなかった。だ
からかれがじっさい熊本にいたのは、四年余りである。
漱石が熊本にやって来たのは、親友の菅
すが
虎雄の世話によるものだった。かれはイギリスに留学するまでの約四年間
―
熊本市内だけでも六回も
引っ越した
（
31）
。
五高における漱石の教え方は、中学 ばあいとはちがって、生徒にどんどん訳させ、じぶんはテキストを音読するくらいであった。だから予習
をして行かない生徒は、振りすてられた。松山中学校から五高に入ってくる生徒の中には、手をとって導くような授業に馴れていたから、―
先生、もうすこし詳しく解釈してください、
というと、
博聞社の「ザ・スケッチ・ブック」の翻刻
本（第３版，明治27・3）。〔法政大学附属図
書館蔵〕
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―
お前たちがそんな風だから、いつまでも上達しないんだ。もう中学生ぢゃないぞ。
といって、生徒をどなりつけ、相変らずきびしく教授した（濱崎曲汀「熊本時代の夏目漱石」 『文藝春秋』所収、昭和
9・
7） 。
五高時代に漱石が用いた英語の教科書は、つぎのようなものであったと考えられる。
エドモンド・バーク（一七二九〜九七、イギリスの政治家、保安主義思想家）
………
R
eflection on the R
evolution in F
rance （一八八二？） （ 『フランス革命考』 ）
ウィリアム・シェイクスピア 五六四一六一六、イギリスの劇作家）
………
H
am
let （一六〇一？） （ 『ハムレット』 ）
ジョージ・エ オット（一八一九〜八〇、イギリスの女流小説家）
………
Silas M
arner （一八六一） （ 『サイラス・マナー』 ）
G
em
s of E
nglish P
rose （一八九四？） （ 『イギリス散文珠玉集』丸善の翻刻本か）
ダイナ・マリア・ミューロック（一八二六〜六四、非国教会・牧師の娘として生まれた女流作家）
………
John H
alifax, G
entlem
an （一九〇六） （ 『紳士ジョン・ハリファックス』 ）
このうち『ハムレット』と『紳士ジョン・ハリファックス』は、たのまれて始め 課外講義のために用いた教材である。漱石はあまり字句のせ
ん索をやらず、短評をはさんでの落着いた調子の講義であった。それでもこの戯曲のおもしろ味がわかったという（速水滉「熊本時代」 ） 。教室における態度は、じつにきびしく、東大講師のときもそうであるが、下読みして来ないと、手きびしくやり込められた
（
32）
。しかし、厳格とはいっても、
どこか温味のある 一風変った感じがする人だっ 。
五高時代の暑中休暇ちゅうに毎日英語を習いにくる生徒がいた。座敷において先生から直かにけいこをつけてもらうのであるが、二時間ほど、
その生徒はほとんど頭ごなしに叱られっぱなしであった。夏のことであり、戸は開け放しになっていたから、その声はどこでも聞えた。女中も奥方も に同情した。しか 、その生徒は根気が り、毎日漱石宅に叱られにき
0
。あるとき漱石は細君にいった。
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―
このごろはだいぶ英語も上達し、そんなに叱らなくともすむようになった。
といって笑った。
いずれにせよ、漱石は熊本において教師としての職分を全うしただけでなく、頼まれれば生徒のために科外授業や個人授業をよろこんでやった。
しかし、やがてかれは人にものを教えることに興味がもてなくなってゆく。かれの本当の気持は、教師をやめて
（
33）
文学的な生活を送るにあった。
―
すなわち、教師以外の職について、全暇に好きな本をよみ、好きなことをいい、好きなことを書くこと。要するに自由に使える時間をたくさ
んもって、生産的な仕事をするにあった。
明治三十三年（一九〇〇）五月、漱石は文部省留学生として、英語研究のため、満二ヵ年イギリス留学を命じられ、九月八日横浜を出帆した。
ときに漱石三十三歳。東京に妻子 残してのはじめての異国への出発であった。このとき、つぎのような句をよんだ。「秋
あき
風かぜ
の一
ひとり
人を吹
ふ
くや海
うみ
の上
うへ
」 。
かれは同三十六年（一九〇三）一月に帰国した。が、熊本 五高にはもどらず、四月より一高教授（年俸七〇〇円） 、東京帝大の講師（年俸八〇〇円）となった。
ロンドンにおける留学生活は、本人にとってけっしてたのしいものではなかった。まず留学費（一ヵ年一八〇〇円）の不足に悩まされ、書物を
求めるにしても、さらに教師 ついて学ぶにしても金 不足した。大学 講義など おもしろくなかった。だから一日も早く帰国したかったが、勝手に帰 わけにはゆかず、じつ まらぬ目 あって帰国した。
友人の五高教授・篠本二郎から、
―
留学中文学上なにか得るところがあったか。
と聞かれたとき、漱石は、―
何もない。ただ英国へ小便をしに行ったようなものである
（
34）
。
　
と答えた。かれにとってロンドンで暮らした二年は もっとも不愉快の二年であった。
＊
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四
　
厨川白村
夏目漱石と入れ代わりに、翌年の秋五高に着任したのは、弱冠二十五歳の五高教授・厨
くりや
川がわ
白はく
村そん
（一八八〇〜一九二三、本名・辰夫、英文学者、
大正期の文芸評論家）であった。この若い教師は、明治三十七年（一九〇四）九月
―
熊本駅のプラットフォームに降り立ったとき学生服
（
35）
を着て
いた。新任 この教師は、品よく、すらりとしており 色白の美男子であった。爪のさきまで才気が満ちていた
（
36）
。
　
父・磊三は豊前中津藩主につかえ、広瀬淡窓（一七八二〜一八五六、江戸後期の儒学者）の塾に学んだのち、長崎で蘭学をおさめた。維新後、
京都府勧業課、大阪造幣局などに勤めた。白村は京都府立第一中学、第三高等学校をへて、明治三十四年（一九〇一）九月、東京帝大イギリス文学科に入学し、小泉八雲、夏目漱石、上田敏について学んだ。同三十七年七月、大学を卒業後、大学院に進み、夏目漱石の指導をうけ、 「詩文に現われたる恋愛の研究」をはじめたが、家庭の事情から勉 をつづけることができなくなり、 月五高の英語教員として任地熊本にむかった。
熊本にいたのは、わずか三ヵ年であり、明治四十年（一九〇七）九月、京都の第三高等学校に転任した。五高時代の教え子のなかに大内兵衛（一八八八〜一九八〇 大正・昭和期の経済学者、のち東大教授、法政大学総長）や松村武雄（一八八三〜
一九六九、明治から昭和期の神話学者）などがいる。五高ではどのような教科書を用いたものか明らか ないが 課外授業では ブラウニングやキーツ、ロセッティなどの恋愛詩を教え ふだん教室において 、ひじょうに厳 い教師であったが、このときばかりは態度は打って変わっ 、恋愛至上主義をとなえた。
白村は教室にだらしのない生徒がいると 辛らつな皮肉をいった。かれが皮肉屋であることは学内でも有名であった。責 感はつよく、休講な
どはめったにしなかった。教室ではむだ話ひとつしなかった。謹厳実直な教師の典型であった。五高から三高に転じ、五年ほど勤めたのち、大正二年（一九一三）九月、京都帝大の講師となり、アメリカ留学をへて同八年（一九一九）六月、教授となり、西洋文学第二講座を担当した。
三高の教え子のなかには、矢野峰
ほうじん
人（一八九三〜一九八八、大正・昭和期の詩人、英
文学者。のち台北帝大、東京都立大教授、東洋大学長を歴任） 、山本修二（一八九四〜一九七六、龍谷大学、三高 京大教授） 、深瀬
基もと
寛ひろ
（一八九五〜一九六六、英文学者、
厨川白村
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評論家。松江高校、三高、京大教授）などがいる。三高では五高時代とおなじように、 「
懶らん
惰だ
の
徒と
をして
慴しゅう
伏ふく
せしめた（おそれ、平伏させ
た） 」という（矢野峰人「厨川先生の追憶」 『英語青年』大
12・
10・
29） 。かれの皮肉は有名なもので、その舌弁にかかっては、天下の秀才も
ひとたまりもなかった。三高で用いた教科書の一部や授業振りはあるていどわかっている。矢野峰人が白村が留学する前に二学期ほど習ったものは、
W
hat is literature 『文学とは何か』 （早稲田大学出版部、明
治
42・
1）であった。この中には、
R
om
anticism
	and	C
lassicism
	
…………ウォルター・ペーター（一八三九〜九四、イギリスの批評家・小説家）作。
T
he	F
unction	of	C
riticism
	
……………マシュー・アーノルド（一八二二〜八八、イギリスの詩人・批評家）作。
W
hat	is	literature	 …………………
（これは
	C
om
parative L
iterature
「比較文学」から抜いたもの）
……ハッチュスン・マッコレー・ポスネット（一八五五〜一九二七？）作。
が収録されている、と述べている。が、他にワーズワース、コールリッジ、シェリー、リイ・ハント、ジョン・モーリーなどの詩論や文学論などがみられる。
教え方は、一言一句もおろそかにせず、直訳に偏することなく、ちゃんとした日本語に訳した。生徒にとってありがたかったのは、各段
パラグラフ
落がお
わるつど、その要旨をかいつまんで説明し、また折にふれ、適切な批評などをつけ加えたことである。また単語の語源や修辞学上の名称なども、時にのぞみ、機に応じて話した（矢野峰人「厨川先生の追憶」 ） 。
白村が三高で用いた英語の教科書。
〔早稲田大学中央図書館蔵〕
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京都帝国大学の教授になってから、研究分野も広まり、ちょうど恩師・上田敏がそうであったように、英文学だけにとどまらず、フランスやベ
ルギーの文学にも目をむけ、海外文学の紹介につくした。大正十二年（一九二三）九月一日
―
関東大震災の日
―
八月に竣工した別荘（鎌倉）
にいたとき激震が起ったので、不自由な足で急ぎ屋外に逃れ、海岸橋を渡ろうとしたとき、津波に遭い、翌日亡くなった
（
37）
。享年四十三歳であった。
……
筆者は専任講師のころ、英語科の主任教授から白村のエピソードを聞いた。その教授は三高生のとき、白村から英語を習ったのであるが、授業
がおわりそうになると、白村はポケットから銀時計を取りだし、 「恩賜」の文字が生徒によくみえるようにふたをあけた、という。ちなみに白村は東京帝大の優等生であり 卒業したとき、恩賜の銀時計（大正七年〔一九一八〕まで授けられた）を賜った。
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